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縮小社会における街路のリノベーションデザイン

1 . はじめに

日本の人口減少に歯止めがかからない現在， 右肩上

がりの時代とは異なるまちづくりの議論は， 分野を越

えて行われている I ）
＿ 土木事業においても新規工事は

減っていくため， 既存構造物の維持補修によって延命

させながら， 人も予算も少なくなる縮小社会に対応し

てし、かなければならない． 一方で， 更新時期を迎えた

団地などではリノベーションによって， 若い世代が戻

ってくるといった効果も表れ始めている 勾 本稿では，

土木事業の維持補修を延命策としてだけではなく， 新

しい価値を生み出すリノベーションデザインの機会と

捉えた街路整備の事例を検討フ
。
ロセスを中心に紹介す

る このような視点で維持補修のあり方を考えた事例

は多くはなく， とくに大規模で、はない一般的な事業で、

も地元との協議など
、
丁寧な検討のフ

。
ロセスを踏むこと

で， 新しい提言を持つデ
、

ザインが生まれるのではない

かと考えている ．

2. 街路整備の概要

(1）銀座通り歩行者空間整備事業の概要

平成19 (2007）年5月に認定された「熊本市中心市街

地活性化基本計画jに位置づけられる「銀座通り歩行

空間整備事業」は， 熊本市が実施主体の道路事業であ

る ． 図－1のように銀座通りは市内で最もにぎわう下通

りと交差し，熊本城と国道3号を結ぶ重要な街路である

にもかかわらず， 昭和62 (1987） 年ごろ竣工したパー

キングメ ーターや舗装のタイル貼りが今に残り， 歩車

境界にある花壇の聞は駐輪で占拠されていたため歩行

者空間の改善が求められた（図－2）. 平成20～22年度を

実施時期とするl期で歩道部に設置されていたパー キ

ングメ ーターを撤去し，平成22～24年度の2期で、路上パ
ー キングとして使われていた第一通行帯を歩道拡幅し

て， 駐輪や荷捌きスペース， タクシー乗り場などを設

置する計画で、あった（図－3）. しかしながら， 協議を進

めていく過程での条件変更により， 全面的な歩道拡幅

の当初計画は歩道の舗装補修へと事業規模が縮小する

こととなった

(2）中心市街地における銀座通りの位置づけ

溝上ら3）の研究では， スペースシンタックス理論を

用いて空間構成を定量化した指標とゲートカウント調

査による歩行者回遊行動の把握から中心市街地の街路
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図－1 事業の対象地

＠自信怠単位Sお毎場省事場臨

主怠澄 2.6m 

図－3 事業概要を示す平面図

の分析を行っている． このなかで重即杢通りは， 動線モ

デルを用いたインテグレーション （／nt） 値で示す「た

どり着きやすさ」において上通りや下通りと同様の値

を示す一方で， 歩行者通行量は交差する下通りと比較

して少なく， 銀座通りを境とする下通りの南北でも南














